
① セパレータをドンツクにねじこむ。（セパレータは現場にあるものを使用してください。）
セパレータの長さの指定はとくにありません。現場の状況にあったものを使用してください。
セパレータ以外にも鉄筋の端材や丸棒等を溶接して使用する事も可能です。

② セパレータを調整パイプにねじ込む前に予めストッパーを下写真の向きに通しておきます。
（セパレータを先に調整パイプにねじこみますとストッパーを取り付ける事はできません。
　必ず先にストッパーを通してください。）

　※本製品は『スクリュービット』の
　　専用品です。
　　『スクリュービット』の調整パイプ
　　以外の製品に使用できません。

③ ①で用意したドンツク(捨セパ)の半月部をストッパーの頭の部分に当てます。(写真左)
ドンツクに取付けた捨セパの後端部をハンマーで叩き(2～3回)ストッパーを叩き込みます。(写真右)
（ストッパーを叩き込む角度は上下、左右どちらからでも構いません。）

※使用に際する注意
　ストッパーは必ず奥まで叩き込んでください。叩き込みが足りないと供廻りの原因となります。
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